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[生徒の感想から]  

〇障がいがあっても働けることは，すごいと思った。もし，この先，自分がそういうことに        

なっても大丈夫と安心した。（１年生） 

〇 今はニューハーフとか言っていて差別っぽいけど，それはその人にとっては普通のことだ

から認めて，その人のことを考えた社会になってほしい。（１年生） 

〇 ハンセン病の誤った知識で人権侵害や差別をしないために，僕はハンセン病の正しい知識

と理解が必要だと思う。（３年生） 

〇 ハンセン病という病気にかかっただけで，別の島に移されて差別をされることはとてもお

かしいことだと思った。差別を受けた人が偽名を使わされていたことは，初めて知った。こ

の作文を読んで，とても心が痛くなった。（３年生） 

〇 ハンディキャップをもっている人に出会ったことがあって，駅で切符を通すのに苦戦して

いた。その時はまだ，ハンディキャップという言葉を知らなかったし，どんな病気なのかも

わからなかったけど，もし今度そんな人に出会ったら手助けをしたい。差別をなくしたい。

（３年生） 

〇 最近，差別という言葉をよく耳にします。僕も，昨年の夏の甲子園での山中選手の活躍を

見ていました。思いっきり回している腕はチームのため，高知商業のためという思いがとて

も伝わってきました。一人の選手として本当にかっこよかったです。（３年生） 

〇 ハンディキャップをもちながらも第一線で活躍できるのは，想像もできないほどの努力を

積み上げてきたんだろうなと思った。（３年生） 

〇 LGBT や X ジェンダーという言葉を初めて知った。人間の数の分だけ個性がある。その個性

を差別するのではなく，個性を受けいれる社会をつくる必要がある。（３年生） 

〇 LGBT の人たちが差別されず生きやすい世界にするために，自分にできることはないか探し

て実行していこうと思う。（３年生） 

〇 私はこの作文を読んで，「普通とはなにか」というところに共感した。また，なにげない一

言で LGBT の方を苦しめているんだと思った。自分らしく生きている人に「普通に生きろ」

というのは間違っていると思う。私の周りにも言っていないだけで，いるかもしれない。何

気ない一言に気をつけようと思った。（３年生） 

〇 病気の人が困っていたら助けるべきだと思った。困っていないのに助けたら，その人の人

権を奪っているということを知った。高齢の方などで会計にてこずっている人がいても，待

つことが大切だなと思った。そして「ありがとう」という言葉も大切だと思った。（３年生） 

 

裏面に続く☞ 

 12 月 4 日(水)から 10 日(火)までの１週間を「校内人権週間」として，各クラスで人権問題を

扱った題材で道徳や学活の授業をしました。また，朝読書を人権作文に替えて文化委員の生徒

が朗読し，人権についてゆっくり考える時間を設けました。 



 

 

  

 

 

  

                  

12 月のある寒い朝，バレー部女子が駐車場や給食場付近の落ち葉を掃除してくれていました。 

「先生たちの車が入ってこないうちに，落ち葉を集めよう！」「はーい」「ちりとり持ってきて！」「行

ってくる！」「あそこに集めて！」「わかった！」・・・・という気持ちのよい連携の様子を見て，とて

もさわやかな気分になりました。おまけに，「きれいにしてくれてありがとう！」と言うと，「はい！心

もすっきり！」という言葉が返ってきました。心がぽかぽかしました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4 月以来，本校の教育活動やＰＴＡ活動に温かいご支援とご協力をいただきましたことに，深く

感謝申し上げます。皆さまのお力添えのおかげで，生徒，教職員が安心して毎日を過ごすことができ

ました。年が明け令和 2年になりますと，それぞれの学年が締めくくりの学期を迎えます。3年生に

とりましては，義務教育最終の 3か月を迎えることになります。一人一人のお子様の健やかな成長を

心より願っております。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

ご家族の皆さまにおかれましては，よいお年をお迎えください。 

    また，お忙しい中，学校評価アンケートにご回答いただき，ありがとうございます。提出締切を 12

月 20 日（保護者懇談の最終日）にしておりますので，ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 １１月１7 日(日)に開催された「児島地区食育栄養まつり」のお弁当コンクールに，１年生が出品し

ました。今年のテーマは，「あなたの家の備蓄食品を使ったお弁当」でした。児島地区の小学校，中学校，

高等学校から 1473 の作品が応募され，林 彩乃さんと辻浦 希さんの２人の作品が佳作に選ばれまし

た。  

備蓄食品として，林さんは，さくらんぼ缶，ひじき，切り干し大根，バターコーンを使って 

「栄養いっぱい弁当」を，辻浦さんは，かつお節，梅，ツナ缶を 

使って「備蓄食品を使ったからあげ弁当」を作りました。 

とてもおいしそうなお弁当の写真を，中学校の昇降口付近に 

掲示していますので，ぜひ，ご覧ください。 

 

  

保護者のみなさまへ 


